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◆卒業特集

　

勉強と部活と青春と
・ＰＴＡ会長あいさつ

　

・校長あいさつ

　

・えんぶりインタビュー

　　　

．
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子科電子
担任

　

上村

　

大和 　
１

　　　

同 局

ノ．

　　

日 目

出会し、と発見の３年間

　

３Ｄ副委員長

高校生活の３年間という時間はとても短く感じ
られました。 特にこの工業高校は、 運動会や八
工祭など工業生らしい行事がたくさんありまし
た。 そんな行事をやっていく上で、 クラスの人
や他のクラスの人たちと知り合ったり、 新しい
発見をしたりと、高校生活が毎日充実していて
嫌な思い出なんて無いくらいです。 今、 こうし
て出会えたクラスメイトや、 お世話になった先
生たちは、自分にとって「幸せな仕合わせ」だ
と思っています。
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３年間の思い出

　　

３Ｎ副委員長

私達、３年情報技術科の心に残った思い出は、高校生活最後の
運動会と文化祭です。運動会では団長の坂本隼人君をクラス全
員でサポートして、 前年度よりも順位を２つ上げることができ
ました。 文化祭では、 メニューの決定にとても悩みましたが、
皆それぞれの持ち場の仕事を一生懸命こなし、無事黒字を出す
ことができました。 おいしかったと言ってくれた人達の笑顔は
今でも忘れません。
３年間、 いつもみんなで協力し合い、 楽しい毎日でした。
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主な資 格・検定等

学科紹介
スマートフオンやテレビなどの通信機器、 自動車や
ロボット・家電製品に欠かせないコントロール装置、
家庭や会社・工場などで見かける電気を使う製品の
全てに電子回路が組み込まれています。
電子科の生徒は電子回路を作るための基礎やコント
ロールに利用するコンピュータのハードウェアとソフト

ウェアを勉強し、卒業後は通信系の会社はもちろん
自動車メ←カーに就職したり、大学で更に高度な知
識・技術を習得したりしています。

学科紹介

工事担任者、第二種電気二
事士、陸上特殊無線技士
危険物取扱者、 パソコン可
用技術検定、情報技術検定
計算技術検定、品質管理不
定（ＱＣ検定）

距電子機械靴を，
担任

　

川村

　

隆洋 霜三・

仲間たちと築いた思し、出

　

３Ｆ副委員長

私たち電子機械科は、 ３年間でいろいろなこと
がありました。 私たちが過ごしていて最も思い
出となっている事は、 ３年生の時の文化祭だと
思っています。 その時は、 皆で協力し合い大成

功を収めたと感じています。高校で会った仲間
たちと築いた思い出は一生ものだと思います。
私のクラスは県外就職などで離ればなれになる
人もいますが、高校の時の体験したことを忘れ
ずに過ごそうと思います。

　

情報技術科
担任

　

相馬

　

裕子

主な資格・検定等

基本情報技術者試験、ＩＴパスポ ト試験、情報お
術検定、計算技術検定、パソコン利用技術検定

コンピュータがあらゆるところで活躍している現代、 携帯電言
をはじめとした通信ネットワーク技術・コンピュータシステメ
は現在の生活に欠かせないものとなっています。 情報技術科「
は、コンピュータに関する基礎的な理論、利用技術をハ」ドウこ
ア・ソフトウェア両面から学び、 システム開発者を目指す教ｉ
を行っています。
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主な資格・検定等

技能検定 （シーケンス荒
御・機械保全・機械加工
機械検査）、第二種電タ
工事士、危険物取扱者
機械製図検定、計算技行
検定、情報技術検定、ノ
ンコン利用技術検定
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学科紹介
人と同じに働くことができる 「ロボット」 は、 工場で
自動車・家庭用電化製品など、あらゆるものを作って
います。このため、『設計する』『加工する』『動きをコ
ンピュータで制御する』 などの知識を身につけた技術
者が必要になりました。このような時代に生まれたの
が電子機械科なのです。
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９土木建築科
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学科紹介

いろいろあった３年間

　　

３ｓ副委員長

このクラスでは、 ３年間本当にたくさんのことがあり
ました。 楽しかったことも、 悲しかったこともたくさ
んありました。最初は３５人だったクラスも、３３人になっ
てしまいましたが、みんなで楽しく３年間を過ごすこ
とができました。 どの行事でも、 いい成績を残すこと
ができ、 また、 一つ一つがとてもいい思い出になりま
した。卒業したら、みんなで会える機会は少なくなる
けれど、 この３年間の思い出は、 一生大切にして過ご
していきたいです。

主な資格・検定等

くソコ

　 　

　　

ノ

道路などの社会基盤施設や快適な住環境の整備は、私た
ちの暮らしを支え、住みよい地域づくりに貢献していま
す。土木建築科では、実践的な技術者の育成をめざし、
測量や建築構造などの基礎的な知識・技術・技能を学習
します。 また、 実習や資格取得を通して、 チームワーク
や自ら学ぶ姿勢を身につけます。

　　　　　　　　　　　

．
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　　　勉強じ部活こ
卒業をする３年生の各クラスに３年間の思い出と各科の特徴を教えてもらいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　 　

Ｋ材料技術科受諾ふ
担任 越

　

秀昭

笑し、に全力投球

　　

３Ｋ副委員長

常に笑いに対して全力だった３Ｋ。 ３年間、
この３５人が笑って過ごせたのも、 笑いに対し

て全力だったからであろう。はめをはずす時
もあったが、今となっては良き教訓となった。
定期テスト、 大運動会、 球技大会、 八工祭、
そして各々の就職・進学の試験。 越先生、 坂

下科長などの先生方に支えられながら、一致
団結して乗り越えてきた。 この３Ｋだったか
ら乗り越えられたのだ。 私は３Ｋでの思い出

や、学んだ事を絶対に忘れない。みんな大好
きだ１！
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学科紹介
私たちの身のまわりには、 数え切れない
ほどの工業製品があり、生活を豊かにし
ています。 またこれからは、 環罰境に調和
したものづくりが大切になります。材料
技術科では様々な工業製品のもとになる
「素材の性質・取り出し方（製錬技術）・
加工方法」を学びます。
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主な資格・検定等

技能検定（金属熱処理・
機械保全）、危険物取扱
者、ガス溶接技能講習、
ァ←ク溶接特別教育、 計
算技術検定、情報技術検
定、 パソコン利用技術検
定、基礎製図検定
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八月機械科
担任

　

志村

　

康秀

一致団結！

　　　

３Ｍ副委員長

「字・－１

　

特に文化祭が印象に残っています。 クラスで何をやるか話し合い、 値段を

議す

　

決めることや・材料 獅 を使うか・店の装飾など一から全て自分たちでやり、

　　　

２日間とても充実していたということを覚えています。 この経験は社会で
ｉ

　　　　　

ｌキー

　　

どのようなところで発揮できるかわかりませんが、 一からできたという目； ド ー

　

．デｉ
，
畔：

　

信はとても大きいと思います。 それぞれの道を歩みますが、 クラス一つと

　

　

　

　　　

　　　　　

　

　　　

　 　

　　

　

　　　

　

　　

　

　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　

１

　

．－

　　　

－

　　　　　　　　　　　　　

なり、 頑張れたという誇りを胸に生きていきましょう。 またどこかで。
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「ビラ１ 主な資格・検定等学 科 紹 介
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機械科では機械に関する設計、 製図、 機構、 自動制御などの基礎

　　

危険物取扱者、機械製図検定、計算技術検定、

的な知識、技術を学習します。将来は各種生産機械のオペレーター

　　

ガス溶接技能講習、ァ←ク溶接特別教育、

や設計者として活躍できるよう、鶏験、学習を通して「思いやり」「総

　　

パソコン利用技術検定、技能検定３級．２級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（機械保全・機械加工・機械検査）
合的な判断力」のある技術者を育成しています。いろいろな機械
操作を学び、 ものづくりにチャレンジしよう。

厘電気科
担任

　

工藤

　

一嘉

笑し、と苦労の３年間

　　

３Ｅ副委員長

私の３年間の思い出は、 日常生活です。 ３年電気科は仲の良いクラ
スです。 体育のバスケでは、 本気でぶつかり合いハイスコアの試合
をしました。 家庭科では、「ノ・イオク井」 について鎌倉先生に教えて
いただきました。 また、 大運動会で勝つために、 一つになって努力
しました。 私はこの３年間で、 たくさん笑い、 たくさん苦労し、 多
くの事を経験することが出来ました。 これからは、 ３年間の思い出
を忘れずに、 社会人として努力していきたいです。

学科紹介
電気は私たちの生活にはなくてはならないものであり、あら
ゆる産業の根幹を成すものです。電気技術者は社会の様々な
場所で必要とされています。電気科では、電気に関する基礎
的な知識・技術を習得し、資格取得を通して、自らが学ぶ意
欲と主体性を身につけ、広く産業界で活躍できる技術者を育
成します。
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１
月
８
日
の
県
大
会
に
学
校

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

練
習
中
に
起
き
た
こ
と
の
な
い

ミ
ス
が
重
な
り
ま
し
た
が
、
３

つ
の
部
品
の
う
ち
２
つ
の
部
品

を
完
壁
に
仕
上
げ
、
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
川
村
先

生
の
「福
島
の
喜
多
方
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
、
練

習
中
の
強
い
プ
レ
ッ
シ
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耐
え
た
お
陰
か
、
粘
る
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で
き
ま
し
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東
北
大
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（福

島
大
会
）
で
は
さ
ら
に
高
精
度

な
部
品
を
作
り
、
賞
状
を
持
ち

帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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業
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の
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ご
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進
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そ
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ん
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成
長
し
て
い
け
る
の
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は
な
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め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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行
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
未
知

　

し
ょ
う
か
。
折
し
も
時
代
は
変
わ

　

三
年
前
、
希
望
と
不
安
を
抱
え
、

　

の
世
界
へ
の
期
待
を
感
じ
て
い
ろ

　

り
、
十
八
歳
で
選
挙
権
を
得
る
こ

こ
の
八
戸
工
業
高
校
に
入
学
し
た

　　

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ

　

と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
達
は

こ
と
を
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
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ん
に
、
私
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

　　

今
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る

う
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

　　　

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
は
、

　

「人
財
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

う
。
長
い
と
思
っ
た
高
校
生
活
も
、

　

自
分
で
決
断
し
て
前
へ
進
ん
で
ほ

　

自
分
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
自
覚

振
り
返
れ
ば
あ

っ
と

い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

、

の，
窄

へ帯
夢
歌詞畦
噸鴎
」
琵
遭

　

皆
さ
ん
に
と

っ
て
、

　　

ｒ

　

・′

　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す
。
皆
さ
ん
の
前
途
が

一
一度
と
な
い
高
校
生
活

　　　　

．

洋
々
で
あ
る
よ
う
に
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は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

願

っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
か
。
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た

　　

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
い
人

　　　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒

か
。
皆
さ
ん
が
八
戸
工
業
高
校
で

　　

生
の
中
で
、
幾
度
か
大
事
な
決
断

　　

の
指
導
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

体
験
し
た
こ
と
、
修
得
し
た
こ
と

　

の
場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
生

　　

た
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理

が
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
一
生
の
中

　　

の
節
目
を
皆
さ
ん
自
身
の
意
志
で

　　

解
と
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
保

で
、
財
産
と
し
て
活
か
さ
れ
る
時

　

決
断
し
て
く
だ
さ
い
。
決
断
に
は

　　

護
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
倍

が
来
る
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　

責
任
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
責
任

　

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
就
職
、

　

を
担
っ
て
こ
そ
、
次
の
自
分
へ
と

　

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
見
守
り
、
支

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
保
護
者
の
皆

様
に
、
心
か
ら
御
礼
と
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
、
今
、
時

代
の
大
き
な
転
換
期

文
化
を
吸
収
し
改
良
・
模
倣
す
る
時

代
か
ら
、
日
本
独
自
の
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
時
代
へ

と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通
信

校

　

長

　

赤

坂

裕

一

技
術
等
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
い
る
現
代
社
会
が
、
皆
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
活
躍
す
る
舞
台
で
す
。
日
々

進
歩
す
る
技
術
に
よ
っ
て
、
新
し
い

職
業
や
仕
事
も
生
ま
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
も
多
様
化
し
、
大
き
な
広
が

テ
ィ
ー
ブ

・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

（故
人
）、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者

孫
正
義
氏
な
ど
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
出

身
の
稀
代
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
何

年
か
後
に
皆
さ
ん
の
誰
か
が
そ
う

な

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で

す
。皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
は
、

新
し
い
社
会
づ
く
り
へ
の
挑
戦
で

す
。
学
び
、
身
に
付
け
た
知
識
と
技

術
を
手
が
か
り
に
、
大
き
な
志
を
抱

い
て
仕
事
に
真
撃
に
取
り
組
み
、
新

し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
が
、
生
き
生
き
と
自

分
の
人
生
を
切
り
開
き
、
幸
福
な
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ

　

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
動
機

械
メ
ー
カ
ー
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
と
い

う
会
社
の
工
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
別
の
ロ
ボ
ッ
ト

　

の
部
品
を
作
っ
た
り
、
組
み
立
て
を

　　

行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
か

　　

つ
て
は
マ
ン
ガ
の
世
界
だ
け

　　

だ

っ
た
話
が
、
現
実
の
も
の

“”
”

　

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ

ッ

目
“

　

ト
に
限
ら
ず
、
新
し
い
技
術

　　

が
次
々
に
生
ま
れ
、
工
業
の

も
の
づ
く
り
に
進
む
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
自
分
を
生
か
す
チ
ャ
ン
ス
が

広
が
っ
て
い
る
時
代
だ
と
も
言
え
ま

す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
創
始
者
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
や
ア
ッ
プ
ル
社
の
ス

い
っ
た
右
肩
上
が
り

に
成
長
を
続
け
る
時
代
か
ら
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
精
神
的
豊
か
さ

や
生
活
の
質
の
向
上
を
重
視
す
る
成

熟
社
会
の
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
欧
米
の
先
進
的
な
経
済

・



え
ん
ぶ
り
で
国
際
交
流

参
加
の
田
代
君
、
沼
田
君
に
聞
く

　

Ｕ
・
Ｓ
・
Ｎ
国
際
交
流
協
会
に
本
校
か
ら
、
田
代
修

一
君

（３
Ｆ
）
と

沼
田
真
和
君

（３
Ｍ
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
日
日
か
ら
１
月
１１

日
ま
で
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ハ
リ
ス
ン
バ
ー
グ
市
を
訪
れ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、え
ん
ぶ
り
や
虎
舞
、相
撲
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
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き
八
太
郎
机
組
に
所
属
し
て
い
ま

す
が
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え

　

て
く
だ
さ
い
。

田
代

家
族
全
員
が
や
っ
て
い
た

の
で
４
歳
か
ら
自
然
に
始
め
ま
し

た
。
本
格
的
に
始
め
た
の
は
中
学

に
入
学
し
て
か
ら
で
す
。

沼
田

中
学
に
入
学
し
て
か
ら
友

人
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
初
め
の
頃
は
大
変
で
し
た

が
、
観
て
く
れ
る
人
達
が
褒
め
て

く
れ
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

ー
出
発
前
に
、
「初
め
て
海
外
に
行

く
の
で
緊
張
し
て
い
る
が
、
ア

　

メ
リ
カ
の
高
校
生
た
ち
の
心
に

残
る
よ
う
に
交
流
で
き
れ
ば
い

　

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が

ど
う
で
し
た
か
？

田
代

　

テ
□
の
予
告
が
あ
っ
た
の

で
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
達
と
の

交
流
が
で
き
な
く
な
り
残
念
で
し

た
。
で
も
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ハ

リ
ス
ン
バ
ー
グ
市
の
教
会
や
小
学

校
、
図
書
館
で
の
交
流
に
は
大
勢

の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
見
て
く
れ
た
人
選
の
反
応
は
ど

　

う
で
し
た
か
？

沼
田
何
が
始
ま
る
の
か
と
、
あ
ま

り
に
も
真
剣
な
表
情
で
見
ら
れ
る

の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

１
え
ん
ぶ
り
を
披
露
す
る
際
に
説

　

明
と
口
述
を
英
語
で
述
べ
る
こ

と
に
も
挑
戦
し
た
そ
う
で
す

　

が
、
上
手
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た

か
？

田
代

出
発
す
る
前
に
志
村
康
秀

先
生
が
英
文
に
直
し
て
く
れ
た
資

′・．，郡
・
艇鰐１－

　　　

．・一
さじ．Ｌｉｄ

北稜中の時から÷緒に始めた沼田君（左）

料
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ホ
１

ム
ス
テ
イ
先
の
方
が
資
料
を
基
に

公
演
の
際
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
た
の
で
、
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
舞
に
集
中
で
き

ま
し
た
。

ー
公
演
を
見
て
く
れ
た
人
達
の
反

　

応
な
ど
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

　

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

　　

Ｌ
ｖ

田
代

日
本
に
興
味
の
あ
る
方
が
、

え
ん
ぶ
り
に
と
て
も
感
動
し
て
く

れ
て
色
々
と
質
問
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
方
は
将
来
日
本
に
来
た

い
そ
う
で
す
。

ー
５
名
で
行
っ
た
そ
う
で
す
が
、

　

お
購
子
は
ど
う
し
ま
し
た
か
？

田
代
高
校
生
は
４
名
で
、
太
夫
は

僕
と
沼
田
が
担
当
し
ま
し
た
。
笛

は
持
参
し
、
太
鼓
や
鐘
の
音
は
ス

マ
ホ
に
録
音
し
て
行
き
ま
し
た
。

恵
比
寿
舞
の
釣
り
竿
は
、
え
ん
ぶ

り
組
の
人
が
持
ち
運
び
し
や
す
い

よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
っ
て
く

れ
た
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　　

回
‐

ヤ

ー

．」
脚
　

　
　

　　　

　　　

　

＝，卯

　　

．・↑
．

　　　　　　

’ｒ｛Ｇ””

　　

ニー－” 団

　　　　　　　　
．

　　

‐

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
業
体
験
は

　

楽
し
め
ま
し
た
か
？

沼
田

着
い
て
一
週
間
は
雨
で
し

た
。
暖
炉
に
使
う
薪
割
り
体
験
で

驚
い
た
の
が
規
模
の
大
き
さ
で

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
タ
イ
ヤ
が
自

分
の
背
丈
の
旧
倍
も
あ
り
ま
し

た
。
直
径
一
緒
程
の
丸
太
を
ト
ラ

ク
タ
ー
の
後
に
付
け
た
機
械
で
地

面
に
突
き
刺
す
よ
う
に
落
と
す
と

上
手
く
割
れ
る
の
に
も
驚
き
ま
し

た
。
ー
こ
れ
か
ら
も
え
ん
ぶ
り
は
続
け

　

た
い
で
す
か
？

田
代

え
ん
ぶ
り
を
続
け
て
い
き

た
い
の
で
地
元
の
会
社
に
就
職
を

決
め
ま
し
た
．
で
も
仕
事
と
え
ん

ぶ
り
の
両
立
は
難
し
い
と
先
輩
方

の
姿
を
見
て
い
て
感
じ
ま
す
。
時

期
に
は
仕
事
を
調
整
し
な
が
ら
上

手
に
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

沼
田

栃
木
県
内
の
会
社
に
就
職

が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
え
ん
ぶ
り

の
時
期
に
は
八
戸
へ
戻
り
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
て
も
っ
と

　　

滞
在
し
た
か
っ
た
ー
・

　

ハ
リ
ス
ン
バ
ー
グ
市
は
、
映

画

「風
と
共
に
去
り
ぬ
」
に
出
て

来
そ
う
な
町
並
み
や
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
町
で
、
二
人
は
も
っ

と
残
っ
て
い
た
か
っ
た
様
子
で
し

た
。

　

「帰
国
し
た
次
の
日
に
、
ア
メ
リ

カ
で
は
大
寒
波
と
な
り
、
一
日
延

び
て
い
れ
ば
帰
れ
な
か
っ
た
ね
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

へ
Ｗ
飼

養
罰
－

　

〕

調
査
広
報
委
昌
太
な委
員
長

　　　　　

花
部

　

真
理
子

　

八
戸
工
業
高
校
で
正
式
に
調

査
広
報
委
員
会
が
出
来
て
三
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
年
目

は
模
索
し
、
一
…年
目
は
紙
面
の
サ

イ
ズ
を
変
え
ア
ン
ケ
ー
ト
を
載
せ

ま
し
た
。
三
年
目
の
今
年
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す
る
な
ど
内
容

も
充
実
し
、
か
な
り
進
化
し
た
も

の
に
な
っ
た
の
で
は
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
、
今
年
は

県
高
Ｐ
連
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
待
望
の
優
秀
賞
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
冒
険
で
あ
り

勇
気
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
調
査
広
報
委
員
の
頑
張
り

が
一
番
の
原
動
力
で
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
入
学
す
る
前
に

「工

業
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
凄
い
よ
。」
と
あ
る

人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

凄
い
か
は
入
学
後
に
、
な
る
ほ
ど
と

理
解
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
生
徒
や

学
校
の
た
め
に
楽
し
く
活
動
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
活
動
を
八
戸
の
空

の
下
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　　　　

　　

　

　　

「／
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